（参考）

  年度別観光交流客の推移と特徴
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 ○ 観光交流客数は、昭和63年度までは海外旅行ブームが追い風となって国内旅行にも拍車がかかり順調に増加し、昭和63年度に過去最高の1億4,148万人となった。

○ 平成元年度から統計上の基礎数値が料理等飲食税課税データから特別地方消費税

   の申告数値に変わったことや、伊東沖の海底噴火等の影響のため、1億2,006万

   人と前年度に比べ15.1％減少した。

   伊東沖の海底噴火の影響等により、伊豆地域は県全体の45.0％と全体に占める割

   合が半数以下となり、また宿泊施設、観光施設とも入込客数は前年度比△39.3％、

   △4.8％とそれぞれ下回った。

○ 平成３年度は、冷夏、秋の長雨、台風襲来、景気の減速など厳しい状況であった

   が、ゴールデンウイークに好天に恵まれたこと、高校総体が開催されたこと、さ

   らには県内各地に新しい観光施設ができたことなどから、観光交流客数は1億

   3,116万人、前年度比5.1％、宿泊客数は過去最高の2,765万人、前年度比20.0％

   となった。

○ 現在、観光交流客数は、新たな観光地の台頭や団体旅行の減少等の影響により低

   迷傾向にあり、また宿泊客数もピークの平成３年度以降減少傾向にある。





































































































































平成15年度：1,969万人





平成15年度：1億3,298万人
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